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池
大
雅
の
初
期
書
風
に
つ
い
て

高
　
　
　
絵
　
景

は
じ
め
に

　

池
大
雅
（
一
七
二
三

－

一
七
七
六
）
は
、
日
本
書
道
史
に
お
け
る
異
才
と
言
わ
れ
、

現
存
す
る
書
作
品
の
量
は
比
較
的
少
な
く
、
作
品
の
質
も
彼
の
文
人
画
と
比
べ
て
、

優
劣
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
に
入

っ
て
以
来
、
大
雅
の
書
を
中
心
と
す
る
研
究
は
、
絵
画
研
究
の
一
割
に
も
満
た
ず①
、

優
れ
た
書
作
品
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。「
書
」
は
、
江

戸
時
代
の
文
人
に
と
っ
て
、
文
字
を
書
く
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
な
く
、
漢
文
を
読

み
、
文
章
を
作
る
能
力
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
線
に
よ
っ
て
形
を
作
り
上
げ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
実
用
性
と
藝
術
性
を
兼
ね
備
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。「
詩

書
画
三
絶
」
の
順
が
示
す
よ
う
に
、
文
人
に
と
っ
て
「
書
」
と
「
画
」
の
地
位
は
多

少
違
い
が
あ
る
。
加
え
て
、「
書
画
一
体
」
と
い
う
の
が
、
文
人
画
家
に
と
っ
て
求
め

ら
れ
た
境
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
を
見
ず
に
絵
画
を
理
解
す
る
こ
と
が
、
果
た
し

て
許
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

池
大
雅
の
二
十
代
の
絵
画
制
作
を
見
る
と
、
種
々
の
様
式
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
吉
澤
忠
氏
は
、「
二
十
代
の
画
は
そ
れ
と
か
な
り
違
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
構

成
す
る
要
素
は
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
。
南
画
は
も
ち
ろ
ん
、
宗
達
光
琳
派
、
水
墨

画
、
さ
て
は
西
洋
画
に
ま
で
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
を
そ
の
作
品
は
示
し
て

い
る②
。」
と
指
摘
し
た
。
鈴
木
祐
子
氏
は
、
吉
澤
氏
の
説
を
引
き
継
い
で
、
大
雅
二
十

代
の
制
作
に
お
け
る
中
国
絵
画
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て

い
る
。

　

一
般
に
、
人
が
異
文
化
に
触
れ
た
と
き
に
逆
に
母
国
の
文
化
を
強
く
意
識
す

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
大
雅
も
ま
た
、
新
来
の
中
国
画
を
前
に
し
て
自
分
の
中

の
日
本
的
感
性
の
存
在
を
意
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
大
雅

自
身
は
そ
れ
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
国
画
の
様
式

の
中
に
の
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
る
の
を
拒
も
う
と
す
る
大
雅
の
強
い
個
性
が
、

日
本
的
感
性
へ
の
回
帰
に
よ
っ
て
そ
れ
を
留
め
金
と
し
て
踏
み
と
ど
ま
ろ
う
と

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

鈴
木
氏
は
、
二
十
代
の
大
雅
が
異
国
の
中
国
様
式
に
対
し
て
、
す
で
に
受
け
入
れ

る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
て
、
無
意
識
的
に
日
本
の
様
式
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
雅
二
十
代
の
書③
を
見
る
と
、
二
十
代
は
、
大
雅
の
生

涯
に
お
い
て
最
も
中
国
の
様
式
に
対
す
る
関
心
が
強
く
、
無
我
夢
中
で
模
索
を
試
み

る
、
い
わ
ば
実
験
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
、
大
雅
の
絵
画
と
書
を
あ

わ
せ
て
、
二
十
代
の
大
雅
の
書
と
絵
画
の
展
開
を
跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
現

れ
た
人
間
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
　
大
雅
に
お
け
る
各
時
期
の
書
風

　

大
雅
に
あ
っ
て
は
、
書
風
は
千
変
万
化
し
、
唐
様
で
あ
ろ
う
と
、
和
様
で
あ
ろ
う
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と
、
変
化
に
富
む
筆
使
い
や
墨
色
を
用
い
な
が
ら
、
常
識
か
ら
逸
脱
し
た
書
の
世
界

を
作
り
上
げ
て
い
た
。
従
来
、
大
雅
の
書
風
の
変
遷
時
期
を
区
分
す
る
時
、
基
本
的

に
は
年
齢
に
よ
っ
て
分
け
る
こ
と
が
な
さ
れ
、
十
代
、
二
十
代
、
三
十
代
、
四
十
代

お
よ
び
最
晩
年
の
五
十
代
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
よ
っ
て
書
風
が
区

分
さ
れ
た
。
松
下
英
麿
氏
は
、
大
雅
の
書
の
時
代
的
な
変
遷
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

十
代
で
各
書
体
の
、
た
と
え
ば
、
欧
陽
詢
（
五
五
七

－

六
四
一
）、
文
徴
明

（
一
四
七
〇

－

一
五
五
七
）、
董
其
昌
（
一
五
五
五

－

一
六
三
六
）
な
ど
の
正
格

を
学
び
、
二
十
代
で
や
や
変
格
を
求
め
、
三
十
代
で
、
唐
の
顔
真
卿
（
七
〇
九

－

七
八
四
）
の
法
に
立
ち
つ
つ
も
、
宋
代
の
米
芾
（
一
〇
五
一

－

一
一
〇
七
）

や
、
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五

－

一
一
〇
五
）
あ
る
い
は
、
張
旭
（
八
世
紀
後
期
）

な
ど
に
脱
化
し
よ
う
と
す
る
書
勢
を
示
し
て
、
つ
い
に
奔
放
に
崩
れ
、
さ
ら
に
、

四
十
代
で
力
あ
ま
っ
て
奇
矯
に
す
ぎ
た
怪
僻
の
書
も
造
り
ま
し
た
が
、
け
っ
き

ょ
く
、
豁
然
と
王
羲
之
を
宗
と
す
る
正
統
書
格
の
座
に
帰
っ
た
の
で
あ
り
ま
す④
。

　

松
下
氏
は
、
大
雅
が
各
年
齢
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
、
誰
の
書
を
学
ん
だ
か

を
指
摘
し
、
大
雅
書
風
の
変
遷
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
源
泉

を
述
べ
た
。
し
か
し
、
年
齢
に
よ
る
書
風
の
区
分
は
、
あ
る
意
味
で
、
作
風
の
変
化

が
、
年
齢
が
変
わ
る
と
と
も
に
一
瞬
で
完
成
す
る
よ
う
な
錯
覚
を
生
み
出
す
。
さ
ら

に
大
雅
は
、
画
家
と
し
て
優
れ
た
造
形
力
を
書
に
も
示
し
、「
書
画
一
体
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
絵
画
と
書
を
一
体
化
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
跋
文
ま
で
も
が
鑑
賞
の
対

象
と
な
る
よ
う
に
、
書
風
の
変
化
を
意
図
的
に
行
う
作
品
を
も
制
作
し
た
。
宝
暦
五

年
（
一
七
五
五
）
三
月
、
三
十
三
歳
の
大
雅
は
、
北
山
七
僧
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た

董
其
昌
の
「
唐
詩
三
行
書⑤
」（
図
2
）
に
跋
文⑥
（
図
1
）
を
書
い
た
。
大
雅
の
跋
文
と

そ
の
原
作
で
あ
る
董
其
昌
の
行
草
書
を
見
る
と
、
気
韻
が
一
致
し
て
お
り
、
全
体
的

に
淡
墨
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
運
筆
の
動
き
も
か
な
り
近
い
。
さ
ら
に
、

大
雅
の
跋
文
に
は
、
祇
園
南
海
と
の
交
流
を
思
い
出
し
て
、
南
海
没
後
に
、
所
蔵
さ

れ
て
い
た
作
品
の
持
ち
主
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
感
慨
に
耽
る
な
ど
、
董
其
昌

に
よ
る
原
作
の
「
君
を
懐
う
」
の
詩
文
に
、
大
雅
が
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

音
楽
の
曲
に
た
と
え
る
と
、
董
其
昌
の
原
作
が
主
た
る
メ
ロ
デ
ィ
で
あ
り
、
大
雅
の

跋
文
が
ル
フ
ラ
ン
の
よ
う
に
、
視
覚
的
な
形
と
そ
の
内
容
が
、
と
も
に
整
っ
て
調
和

し
、
ル
フ
ラ
ン
の
た
め
に
、
主
た
る
メ
ロ
デ
ィ
が
、
一
層
共
感
を
呼
び
や
す
く
な
っ

て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
跋
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
大
雅
の
書
風
は
、
董
其
昌
の

よ
う
に
美
し
く
、
優
雅
で
正
統
的
な
「
帖
派
」
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

図 ₁ 　池大雅跋文

図 ₂ 　 明・董其昌『唐様三
行書』、絹本行草書
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し
か
し
同
じ
よ
う
に
、
大
雅
が
三
十
三
歳
の
時
に
書
い
た
も
う
一
つ
の
作
品
『
船

上
吹
笛
図
』（
図
3
）
に
お
い
て
は
、
大
雅
の
書
風
は
完
全
に
変
化
し
た⑪
。
こ
の
作
品

で
は
、
書
と
画
が
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
に
画
面
を
分
割
し
て
お
り
、
右
側
が
「
画
図
昔
日

愛
洞
庭
、
波
心
七
十
二
峯
青⑦
」
で
、「
画
図
」
の
二
文
字
の
み
隷
書
で
し
っ
か
り
と
書

か
れ
、
残
り
の
部
分
は
、
自
由
奔
放
な
草
書
で
仕
上
げ
ら
れ
、
左
下
の
落
款
は
一
筆

書
き
と
な
っ
て
い
る
。
絵
画
の
部
分
は
、
船
に
乗
っ
て
い
る
人
物
が
笛
を
吹
く
様
子

を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
が
、
船
の
形
は
上
か
ら
、
あ
る
い
は
側
面
か
ら
描
か
れ
て

い
る
た
め
、
画
面
の
空
間
構
成
が
歪
め
ら
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
題
詩
の
中
で

は
、「
洞
庭
」
と
「
七
十
二
峯
」
の
二
つ
の
地
点
に
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。「
洞
庭
」

は
、
中
国
の
「
瀟
湘
八
景
」
の
一
景
で
、
日
本
に
お
い
て
も
文
人
画
家
や
狩
野
派
の

画
家
た
ち
も
し
ば
し
ば
描
い
た
画
題
で
あ
る
。「
七
十
二
峯
」
は
、
中
国
の
南
岳
・
衡

山
の
七
十
二
の
峰
の
こ
と
で
あ
る
。
洞
庭
湖
と
七
十
二
峰
の
関
係
は
、
湘
江
が
南
岳

と
衡
山
の
万
峰
を
通
っ
て
流
れ
、
最
後
に
洞
庭
湖
に
流
れ
込
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
絵
画
に
は
、
湖
や
山
峰
の
代
わ
り
に
、
船
に
乗
る
人
物
し
か
描
か
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
、
も
し
書
を
読
ま
ず
に
絵
画
だ
け
を
見
る
と
、
た
だ
面
白
い
顔
を
し
た

人
物
が
船
に
乗
っ
て
い
る
、
と
思
う
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
書
を
読
み
な
が
ら
絵
画

を
見
る
と
、
洞
庭
湖
の
水
面
に
青
い
山
の
峰
が
逆
さ
ま
に
映
っ
て
、
笛
を
吹
く
人
物

の
イ
メ
ー
ジ
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
そ
し
て
、
デ
フ
ォ
メ
ル
さ
れ
た
絵
画
の
形
は
、
隷

書
と
草
書
を
混
在
し
た
書
に
呼
応
し
つ
つ
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
才
能
と
自
由
な
奇
想

に
よ
る
想
像
力
を
表
し
て
い
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
船
に
乗
っ
た
人
物
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
大
雅
の
作
品
に
よ

く
使
わ
れ
る
が
、
他
の
作
品
で
は
こ
の
よ
う
に
、
空
間
を
変
形
さ
せ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い⑧
。
三
十
代
前
半
の
制
作
と
思
わ
れ
た
作
品
、
つ
ま
り
『
赤
壁
幽
勝
図
巻
』（
図

4
）
が
、
同
様
の
写
意
の
図
で
あ
り
、
船
に
乗
る
人
物
が
、
少
な
い
線
描
で
描
か
れ

て
い
る
が
、
船
と
人
物
、
そ
し
て
川
を
包
み
込
む
空
間
が
、
画
面
に
お
い
て
躍
動
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
作
品
同
士
の
制
作
年
が
近
い
時
期
に
、
さ
ら
に
は
同
じ
年
に
、

強
烈
な
対
照
的
作
風
が
生
じ
た
の
は
一
体
な
ぜ
な
の
か
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
以
下
の
二
点
の
理
由
を
考
え
て
い
る
。
ま
ず
、
大
雅

が
職
業
的
な
文
人
画
家
と
し
て
作
品
を
制
作
す
る
時
に
、
二
つ
の
立
場
が
生
じ
る
。

一
つ
の
理
由
は
、
職
業
的
な
文
人
画
家
と
そ
う
で
は
な
い
余
暇
に
描
く
趣
味
的
な
文

人
画
家
と
が
最
も
異
な
る
の
は
、
職
業
画
家
は
生
計
の
た
め
に
、
依
頼
さ
れ
た
作
品

を
、
依
頼
者
の
意
思
に
従
う
よ
う
に
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
職
業
画

家
は
、
市
場
の
需
要
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
外
的
な

要
因
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
識
に
忠
実
に
作
品
を
制
作
す
る
立
場

で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
作
者
の
創
作
活
動
に
は
自
由
が
あ
り
、
形
や
技
法
の
規

則
を
守
ら
な
く
て
も
よ
い
た
め
、
自
己
の
気
分
に
従
っ
て
、
精
神
や
思
考
を
自
由
自

在
に
駆
使
し
、
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
あ
る
。

　

近
世
絵
画
の
性
格
に
お
い
て
は
、
日
本
の
文
人
画
の
制
作
は
、
市
場
に
お
け
る
需

要
の
影
響
を
か
な
り
受
け
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
大
雅
を
例
に
上
げ
る
と
、
江
戸
時

代
に
お
い
て
は
、
大
雅
の
書
作
品
は
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
田

能
村
竹
田
（
一
七
七
七

－

一
八
三
五⑨
）
は
、
著
書
『
山
中
人
饒
舌
』
の
中
で
、
大
雅

の
書
と
画
が
当
時
の
人
々
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
の
状
況
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

大
雅
翁
書
画
倶
高
、
不
入
時
眼
。
至
没
後
声
名
隆
起
、
無
知
不
知
、
推
為
当
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時
第
一
手
矣
。（
中
略
）
池
翁
自
鐫
一
印
云
、
前
身
相
馬
九
方
皐
。
誤
作
方
九

皐
、
毎
幅
常
用
、
遂
不
改
刻
。
其
人
胸
襟
洒
落
、
不
為
物
所
介
、
亦
可
見
也
。

又
所
作
之
字
、
不
在
画
下
。
而
価
頗
低
。
蓋
画
猶
入
俗
眼
、
字
竟
不
入
也
。
昔

人
云
、
画
視
書
微
不
及
者
、
品
稍
下
耳
。
其
言
或
然⑩
。

　

大
雅
池
翁
の
書
画
、
倶
に
高
く
し
て
時
眼
に
入
ら
ず
。
没
後
に
至
っ
て
声
名

隆
起
し
、
知
る
と
知
ら
ざ
る
と
無
く
、
推
し
て
当
時
の
第
一
手
と
為
す
。（
中

略
）
池
翁
自
ら
一
印
を
鐫
り
て
云
ふ
、「
前
身
馬
を
相
す
る
九
方
皐
」
と
す
。
誤

っ
て
「
方
九
皐
」
に
作
り
、
毎
幅
常
用
し
て
、
遂
に
改
刻
せ
ず
。
其
の
人
の
胸

襟
洒
落
、
物
の
介
す
る
所
と
為
ら
ざ
る
こ
と
、
亦
見
る
べ
き
な
り
。
ま
た
、
作

る
所
の
字
、
画
の
下
に
在
ら
ず
。
而
る
に
価
頗
る
低
し
。
蓋
し
画
は
な
お
俗
眼

に
入
る
も
、
字
は
竟
に
入
ら
ざ
る
な
り
。
昔
人
云
ふ
、「
画
の
書
に
視
べ
て
微
し

く
及
ば
ざ
る
者
は
、
品
稍
〻
下
る
の
み
」
と
。
其
の
言
或
い
は
然
ら
ん
。

　

田
能
村
竹
田
は
、
大
雅
の
書
と
画
の
水
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
優
劣
が
な
い
と
考
え
た
。

し
か
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
書
の
品
格
の
方
が
、
絵
画
よ
り
も
超
俗
し
た
存
在

だ
と
い
う
。
し
か
し
当
時
、
大
雅
に
と
っ
て
は
正
統
な
、
つ
ま
り
伝
統
的
な
書
を
超

え
た
書
作
品
は
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

い
絵
画
作
品
ほ
ど
も
売
れ
は
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
図
3
の
『
船
上
吹
笛
図
』

で
は
、
書
が
画
面
の
半
分
以
上
を
占
め
、
空
間
構
成
や
筆
使
い
が
放
逸
不
羈
な
作
風

と
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
趣
味
は
、
当
時
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
が
非
常

に
難
し
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
現
存
す
る
大
雅
の
作
品
で
は
、
正
統
か
つ
伝
統
的
な
作
品
の
数
と
比
べ
る

図 ₃ 　 池大雅『船上吹笛図』、紙
本草書、島根県天倫寺蔵

図 ₄ 　 池大雅『赤壁幽勝図巻』（部分）、紙本墨画
淡彩
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と
、
図
3
の
よ
う
に
超
俗
的
な
書
画
作
品
が
、
は
る
か
に
少
な
い
た
め
、
お
そ
ら
く
、

大
雅
の
絵
画
制
作
が
、
当
時
の
市
場
に
お
け
る
需
要
に
、
少
な
か
ら
ず
影
響
さ
れ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

大
雅
の
書
画
制
作
に
お
い
て
、
強
烈
な
対
照
的
作
風
が
生
ま
れ
る
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
大
雅
の
複
雑
な
人
間
性
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
前
漢
の
哲
学
者
で
文
学
者
の
楊

雄
（
紀
元
前
53
年
～
紀
元
18
年
）
が
、
著
書
『
法
言
』
の
中
で
、「
書
者
心
画
也
（
書

は
心
画
な
り
）」
と
記
し
た
。
北
宋
の
蘇
軾
が
、
楊
雄
の
説
に
加
え
て
述
べ
た
の
は
、

書
論
や
題
跋
に
書
の
品
格
と
人
格
の
優
劣
が
密
接
に
関
連
す
る
と
し
、「
書
如
其
人
」

と
い
う
書
の
品
格
の
価
値
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
顔
真
卿
の
書
を
評
価

す
る
時
に
、
蘇
軾
は
「
吾
観
顔
公
書
、
未
嘗
不
想
其
風
采
、
非
徒
得
其
為
人
而
已
。

中
略
。
然
人
之
字
画
工
拙
之
外
、
蓋
皆
有
趣
、
亦
有
以
見
其
為
人
邪
正
之
麁
云
。」
と

発
言
し
た⑫
。
顔
真
卿
の
書
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
人
格
の
道
徳
的
な
優
劣
を
知
る
だ

け
で
な
く
、
書
が
顔
真
卿
と
な
り
、
品
格
も
含
め
て
、
内
心
の
思
想
や
情
感
な
ど
の

人
間
の
本
質
が
、
書
を
通
し
て
外
部
に
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に

儒
学
を
文
化
的
、
思
想
的
土
壌
と
す
る
中
国
の
書
画
論
に
お
い
て
は
、
道
徳
的
人
格

の
優
劣
、
学
問
修
養
の
高
低
な
ど
の
人
物
評
価
が
、
書
画
の
評
価
の
必
要
条
件
と
な

っ
て
い
た
。
一
例
を
上
げ
る
と
、
董
其
昌
は
、
書
画
の
分
野
で
卓
越
し
た
成
果
を
上

げ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
が
悪
事
を
行
っ
た
た
め
、
書
画
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

問
ま
で
人
々
の
非
難
に
曝
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
日
本
の
書
画
論
に
お
い
て
は
、
往
々
に
し
て
道
徳
的
な
人

格
に
関
す
る
解
説
が
詳
し
く
書
か
れ
ず
、
作
品
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
人
間
性
に
注

目
す
る
傾
向
が
あ
る⑬
。
儒
教
に
支
配
さ
れ
て
い
な
い
日
本
が
、
書
の
制
作
に
お
い
て

は
、
中
国
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
正
統
性
を
守
る
と
い
う
よ
う
な
風
土
と
は
異
な

り
、
多
様
な
人
間
性
の
表
現
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
包
容
力
が
強
い
と
感
じ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
雅
の
書
が
当
時
の
人
々
に
理
解
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
書
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
こ
と
は
逆
に
、
書

の
制
作
に
お
い
て
、
外
的
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
く
、
大
雅
の
内
面
的
な
精

神
世
界
の
真
実
を
よ
り
表
現
し
や
す
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
で
大
雅
の

晩
年
と
二
十
代
の
書
を
比
べ
な
が
ら
、
大
雅
に
お
け
る
心
境
の
変
化
と
、
そ
の
複
雑

な
人
間
性
を
窺
っ
て
み
た
い
。

二
、
大
雅
の
複
雑
な
人
間
性

　

こ
こ
で
、
大
雅
の
晩
年
と
二
十
代
の
書
を
比
べ
な
が
ら
、
大
雅
の
心
境
の
変
化
と

複
雑
な
人
間
性
を
み
て
ゆ
き
た
い
。《
五
君
詠
図
》（
図
5
）
は
大
雅
五
十
歳
の
頃
に
、

中
国
魏
晋
時
代
の
「
竹
林
の
七
賢
」
を
画
題
に
し
て
描
い
た
作
品
で
あ
る⑭
。
そ
の
中

か
ら
五
人
を
選
び
、
世
俗
を
避
け
た
隠
士
の
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
線

で
描
き
、
そ
の
人
物
図
の
右
側
に
、
人
物
に
相
応
し
い
書
風
で
、
五
言
詩
を
楷
書
で

書
き
添
え
て
い
る
。《
杜
少
陵
望
嶽
師
》（
図
6
）
は
、
大
雅
が
二
十
八
歳
（
寛
延
三

年
）
の
と
き
に
、
行
楷
書
で
書
か
れ
、
款
記
と
し
て
「
聊
疾
不
能
起 

後
錄
杜
少
陵
望

嶽
一
律
以
遣
悶
」
と
記
さ
れ
て
い
る⑮
。
要
す
る
に
、
大
雅
の
病
気
が
回
復
し
た
後
に
、

杜
甫
の
「
望
嶽
」
の
詩
を
書
い
て
心
の
鬱
さ
を
晴
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。《
天
産
奇

葩
図
巻
》（
図
7
）
に
お
い
て
大
雅
は
、
七
種
の
墨
蘭
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
詩
文
を

書
き
添
え
て
い
る⑯
。
こ
こ
で
は
図
5
と
対
比
す
る
た
め
に
、《
天
産
奇
葩
図
巻
》
に
お

い
て
楷
書
で
書
か
れ
た
部
分
を
採
り
上
げ
る
と
、
そ
れ
は
《
五
君
詠
図
》
と
同
じ
よ

う
な
形
で
あ
り
、
画
風
と
調
和
さ
せ
な
が
ら
書
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。《
五
君
詠
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図
》（
図
5
）
と
《
天
産
奇
葩
図
巻
》（
図
7
）
を
比
較
す
る
と
、
同
じ
淡
墨
で
書
か

れ
る
熟
練
し
た
楷
書
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
示
し
て
い
る
心
境
は
か
な
り
異
な
っ

て
い
る
。
晩
年
の
《
五
君
詠
図
》
の
方
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
広
々
と
し
て
お
り
、

超
俗
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
逆
に
、《
天
産
奇
葩
図
巻
》（
図
7
）
の
方
が
、
文
字

の
筆
画
の
間
隔
に
、
い
う
な
れ
ば
疎
外
感
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
書
全
体
に
見
て

と
れ
る
緊
張
感
を
よ
り
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
十
八
歳
の
行

楷
書
作
品
《
杜
少
陵
望
嶽
師
》（
図
6
）
を
比
較
し
て
見
る
と
、
文
字
の
間
隔
や
結
構

は
、
基
本
的
に
長
細
く
、
横
画
が
左
に
低
く
、
右
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
縦
画
が
直

勢
で
、
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
平
行
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
背
く
よ
う
に
内
側
に
そ
り

あ
う
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
文
字
だ
け
を
見
る
と
、
緊

張
感
に
溢
れ
、
筆
使
い
も
自
然
か
つ
流
暢
で
、
一
筆
も
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
技
法
が
、

伝
統
的
な
帖
学
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
。《
杜
少
陵
望
嶽
師
》（
図
6
）
と
《
天
産
奇

葩
図
巻
》（
図
7
）
の
作
品
全
体
の
布
置
方
法
や
文
字
の
結
構
、
用
筆
法
な
ど
を
見
れ

ば
、
大
雅
が
、
明
代
の
秀
麗
な
文
徴
明
・
董
其
昌
の
書
か
ら
宋
代
の
米
芾
ま
で
遡
り
、

正
格
な
唐
様
を
採
り
入
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

池
大
雅
の
二
十
代
の
書
と
晩
年
書
と
の
最
も
顕
著
な
相
違
は
、
簡
潔
に
ま
と
ま
っ

た
文
字
の
構
成
お
よ
び
布
置
の
方
法
が
、
徐
々
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
。《
五
君
詠
図
》
を
一
瞥
す
る
と
、
筆
画
の
間
の
余
白
が
黒
い
線
と
同
時
に
見
え

て
く
る
。
一
つ
の
文
字
の
筆
画
と
筆
画
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
分
か
れ

て
い
な
い
状
態
で
も
あ
り
、
ま
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
軸
が
あ
る
と
と
も
に
、
一
つ

一
つ
の
筆
画
が
外
に
広
が
る
と
と
も
に
、
ば
ら
ば
ら
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
布
置
の

方
法
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
文
字
の
間
隔
が
極
め
て
近
く
、
文
字
と
文
字
の
空
間
を

打
ち
破
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
二
十
代
頃
の
作
品
か
ら
す
で
に
現
れ
た
切
れ
味
の
鋭

図 ₅ 　池大雅『五君詠図』部分、紙本墨画、江戸時代

図 ₆ 　池大雅『杜少陵望嶽師』、蝋箋墨書、一七〇五年

図 ₇ 　 池大雅『天産奇葩図巻』部分、紙本墨
画、一七四九年、池大雅美術館コレク
ション



一
一
二

い
書
風
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
雅
の
書
は
、
そ
の
奇
抜
な
書
風
の
文
字
構
成
お
よ
び
布
置
方
法
に
よ
っ
て
、
書

風
の
変
遷
時
期
を
分
け
て
考
察
し
た
方
が
、
年
齢
（
時
代
）
に
よ
っ
て
分
け
る
よ
り

も
、
大
雅
の
書
を
理
解
し
や
す
く
、
さ
ら
に
、
大
雅
の
書
画
制
作
の
全
体
像
を
よ
り

深
く
把
握
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
大
雅
の
生
涯
に
お
い
て
は
、
字
と
号
が

し
ば
し
ば
変
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
大
雅
の
心
境
の
変
化
が
、
外
部
に
表
さ
れ
た

象
徴
的
表
明
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
松
下
英
麿
氏
に
よ
る
と
、「
十
五
歳
の
こ
ろ
、
名
を

︿
耕
﹀
字
は
︿
子
職
﹀、
号
を
︿
為
竜
﹀
と
改
め
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
二
十
歳
で
、

名
を
︿
勤
﹀、
字
を
︿
公
敏
﹀
と
改
め
、
号
を
︿
九
霞
﹀︿
九
霞
山
樵
﹀︿
竹
居
﹀︿
竹

逸
人
﹀︿
玉
海
﹀、
ま
た
︿
大
雅
堂
﹀
と
命
じ
た
と
さ
れ
る
。
通
称
の
︿
秋
平
﹀
も
こ

の
頃
か
ら
と
い
わ
れ
、︿
玉
海
﹀
は
、
柳
里
恭
が
自
ら
の
号
︿
玉
桂
﹀
か
ら
と
っ
て
与

え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
二
十
七
歳
に
な
っ
て
、
前
記
の
よ
う
に
︿
無
名
﹀︿
貸
成
﹀
に

改
め
、
ま
た
、
別
号
︿
三
岳
道
者
﹀
を
用
い
る
よ
う
に
な
る⑰
。」、
大
雅
は
二
十
七
歳

の
頃
ま
で
に
、
晩
年
ま
で
よ
く
使
う
字
と
号
の
全
て
を
用
い
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
大
雅
の
書
歴
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
書
を
習
い
初
め
て
か
ら
二
十

七
歳
ま
で
は
、
絶
え
間
な
く
多
様
な
技
法
を
積
み
重
ね
る
課
程
と
な
っ
て
お
り
、
制

作
に
よ
っ
て
生
計
が
成
り
立
つ
と
束
縛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
に
明
代

の
文
徴
明
、
董
其
昌
の
帖
学
派
を
中
心
に
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
十
七

歳
か
ら
四
十
代
の
前
半
頃
は
、
大
雅
の
書
風
は
、
緊
張
や
束
縛
と
い
っ
た
印
象
を
与

え
る
段
階
か
ら
、
晩
年
の
悠
然
と
し
た
雰
囲
気
を
漂
わ
す
段
階
ま
で
の
過
渡
期
だ
と

い
っ
て
よ
い
。
こ
の
時
期
に
大
雅
は
、
多
様
な
書
風
を
試
し
な
が
ら
、
各
書
風
、
各

書
体
を
熟
練
し
た
技
で
運
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
自
己
を
探
求
す
る
時
期

で
も
あ
っ
て
、
学
ぶ
対
象
が
、
法
帖
か
ら
石
碑
、
と
く
に
唐
時
代
の
虞
世
南
と
顔
真

卿
の
そ
れ
に
ま
で
遡
っ
て
い
た
。
晩
年
に
近
い
四
十
代
後
半
か
ら
五
十
四
歳
ま
で
の

時
期
に
は
、
大
雅
の
書
風
は
、
超
俗
的
な
境
地
に
至
っ
て
、
実
に
顕
著
な
特
徴
を
生

み
出
し
、
悠
然
と
し
た
印
象
を
与
え
る
作
風
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

図 ₈ 　池大雅『五君詠図』部分、色彩逆転版

図 ₉ 　 池大雅『竹厳新霽図』部分、原
本と色彩逆転版

図10　 雁塔聖教序（褚遂良）と孔
子廟堂碑（虞世南）
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こ
の
時
期
に
お
い
て
大
雅
が
学
習
し
た
対
象
に
つ
い
て
は
、
二
王
（
王
羲
之
・
王

献
之
）
へ
の
回
帰
と
い
う
研
究
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
作
品
を

見
る
と
、
例
え
ば
、『
五
君
詠
図
』（
図
5
）
の
題
賛
お
よ
び
『
観
音
図
』
の
写
経
文
、

そ
し
て
『
竹
厳
新
霽
図
』（
図
9
）
の
賛
な
ど
、
刻
帖
、
と
く
に
唐
時
代
の
顔
真
卿
や

虞
世
南
お
よ
び
褚
遂
良
に
よ
る
深
い
影
響
が
あ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
石
碑
の
拓
本
を
模
倣
す
る
た
め
、
大
雅
の
『
五
君
詠
図
』
の
一
部
と
『
竹

厳
新
霽
図
』
の
色
彩
を
逆
転
し
、
図
8
と
図
9
と
し
て
掲
載
す
る
。
大
雅
晩
年
の
書

の
最
も
顕
著
な
特
徴
の
一
つ
は
、
文
字
の
結
体
で
あ
り
、
早
期
と
過
渡
期
の
縦
に
細

い
形
と
違
っ
て
、
横
向
に
伸
び
る
形
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
雅
晩
年
の
書
と
褚
遂
良

の
『
雁
塔
聖
教
序
』（
図
10
）
を
見
れ
ば
、
横
向
き
に
茫
洋
と
伸
び
る
感
覚
が
近
似
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
筆
画
の
間
の
距
離
を
把
握
す
る
能
力
に
お
い
て
は
、
両
者
は
互

い
に
伯
仲
し
て
い
る
。
文
字
の
距
離
が
遠
す
ぎ
る
と
、
文
字
の
骨
組
み
が
壊
れ
て
し

ま
う
し
、
近
す
ぎ
る
と
圧
迫
感
を
強
く
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
。
遠
く
も
な
く
、
近
く

で
も
な
い
文
字
の
距
離
が
、
大
雅
晩
年
の
「
尚
法
」
と
い
う
唐
時
代
の
書
へ
の
回
帰

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
竹
厳
新
霽
図
』（
図
9
）
の
賛
を
見
れ
ば
、
唐
代
と
離

れ
た
近
代
書
法
の
造
形
感
覚
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
異
才
と
し
て
の
大
雅
は
、
作
品

全
体
の
布
置
章
法
に
お
い
て
、
大
胆
に
試
み
な
が
ら
も
、
文
字
と
文
字
の
間
隔
を
無

視
し
て
、
下
の
文
字
と
上
の
文
字
が
一
つ
の
文
字
に
な
り
そ
う
な
行
草
書
の
布
置
法

を
用
い
る
こ
と
で
、
楷
書
の
制
作
に
お
け
る
規
則
を
打
ち
破
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
晩
年
の
大
雅
が
、
友
人
の
韓
天
寿
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
は
、
韓
天

寿
に
よ
っ
て
模
刻
さ
れ
た
『
韓
刻
墨
帖⑱
』
の
中
の
虞
世
南
の
「
孔
子
廟
堂
碑
」
を
絶

賛
し
て
い
た
。
大
雅
晩
年
の
書
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
線
は
、
ま
さ
に
虞
世
南
の
影
響

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
線
が
ゆ
っ
た
り
と
感
じ
る
原
因
は
、
鋭
い
入
筆
が
ま
ろ
や
か
に

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
お
よ
び
変
化
が
少
な
い
運
筆
で
あ
る
。
虞
世
南
の
「
孔
子
廟
堂

碑
」（
図
10
）
の
筆
画
を
見
れ
ば
、
筆
画
の
太
さ
が
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
た
め
、
全
体
の
雰
囲
気
が
か
な
り
悠
然
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
大
雅

は
晩
年
の
書
に
採
り
入
れ
、
自
然
に
融
合
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
四
十
五
歳
か
ら
五
十
四
歳
ま
で
の
大
雅
が
、
刻
帖
に
基
づ
い
て
書
の
制
作
を

行
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

三
　
ま
と
ま
り
の
あ
る
初
期
の
書
風

　

大
雅
の
書
を
見
渡
す
と
、
篆
、
隷
、
楷
、
行
、
草
の
五
体
を
自
由
自
在
に
駆
使
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
驚
嘆
す
る
ほ
ど
に
差
異
の
強
い
書
風
や
布
置
の
章
法
な
ど
を
見

る
と
、
大
雅
が
「
異
才
」
と
言
わ
れ
る
原
因
が
よ
く
わ
か
る
。
十
代
か
ら
二
十
七
歳

ま
で
の
大
雅
初
期
の
学
書
歴
は
、
彼
の
書
藝
を
大
成
さ
せ
る
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤

を
築
い
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
雅
の
初
期
の
書
は
、
唐
様
の
帖
学
派
に
基

づ
い
て
、
二
王
、
鍾
繇
お
よ
び
明
代
の
文
徴
明
・
董
其
昌
ら
の
正
統
な
書
風
に
従
っ

て
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
篆
隷
書
の
学
書
歴
は
、
大
雅
の
制
作
に
と
っ
て
意
義
深
く
、

初
期
で
あ
ろ
う
と
円
熟
期
で
あ
ろ
う
と
篆
書
や
隷
書
の
運
筆
法
を
行
草
楷
書
に
適
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
書
風
を
作
り
出
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
二
十
七
歳
以
後
、
大
雅
の
書
風
は
、
正
統
と
異
端
（
あ
る
い
は
奇
想
）
と
い
う

二
つ
の
対
照
的
な
書
風
を
同
時
に
制
作
す
る
と
い
う
自
由
で
柔
軟
な
活
動
に
入
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
制
作
活
動
と
比
べ
れ
ば
、
初
期
の
大
雅
の
書
風
は
、
全
体
的
に
ま

と
ま
り
の
よ
い
正
統
的
な
形
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
大
雅
に
お
い
て
は
、
純

粋
な
書
作
品
の
量
が
極
め
て
少
な
い
た
め
、
題
字
、
題
詩
、
賛
お
よ
び
画
を
も
含
め
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て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
『
池
大
雅
家
譜
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
七
歳
の
大
雅

は
、
三
条
川
端
の
檀
王
寺
内
清
光
院
一
井
に
書
を
学
び
、
同
年
十
月
十
五
日
に
宇
治
・

黄
檗
山
万
福
寺
で
、
山
主
第
十
二
世
杲
堂
元
昶
の
面
前
で
揮
毫
し
、
禅
師
か
ら
「
七

歳
神
童
書
大
張
、
筆
長
身
短
妙
相
当
、
幼
齢
愛
爾
能
如
此
、
可
比
禹
偁
曾
作
章⑲
。」
と

い
う
賛
美
の
詩
を
貰
っ
て
い
た
。
現
存
す
る
大
雅
の
最
も
早
い
書
作
品
は
、
大
雅
が

十
一
歳
の
と
き
に
、『
古
今
集
』
第
一
巻
の
和
歌
二
首
を
書
い
た
『
古
今
和
歌
二
種
』

（
図
11
）
で
、
最
後
に
「
子
井
十
一
歳
書
」
と
墨
書
し
、「
池
野
子
井
」
の
朱
文
方
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
洗
練
さ
れ
た
線
や
布
置
章
法
な
ど
か
ら
見
る
と
、

か
な
り
創
作
経
験
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
と
く
に
十
二
歳
の
時
に

書
い
た
作
品
『
独
楽
園
記
序
』（
図
12
）
の
未
熟
さ
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
作
品
が
十

一
歳
の
少
年
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
独
楽
園
記
序
』
は
、

小
楷
書
で
書
か
れ
、
筆
遣
い
も
漢
簡
の
隷
書
か
ら
楷
書
ま
で
の
過
渡
期
の
特
殊
な
運

筆
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
点
画
と
左
払
い
の
形
に
よ
る
側
鋒
で
起
筆
し
、
敏
捷
に
収

筆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
年
の
大
雅
は
、
王
羲
之
の
『
黄
庭
経
』
を
手
本
に

し
、
結
字
を
緊
密
に
し
、
線
は
ま
だ
ま
だ
平
板
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
し
っ
か
り
と

し
た
基
礎
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
二
十
代
前
半
の
大
雅
を
検
討
す
る
と
、
二
十
一
歳
の
『
秋
汀
対
話
図
』

の
落
款
、
二
十
二
歳
の
『
渭
城
柳
色
図
』
の
隷
書
の
題
字
と
楷
書
の
落
款
お
よ
び
『
箕

山
瀑
布
図
』
の
題
賛
、
二
十
四
歳
の
『
風
雨
起
龍
図
』
の
落
款
な
ど
が
続
々
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
題
字
は
、
字
数
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
二
十
代
前
半
の
大
雅

の
筆
使
い
は
、
さ
ら
に
熟
練
し
て
お
り
、
線
の
立
体
感
が
徐
々
に
増
し
て
、
結
字
が

十
代
の
書
よ
り
も
緊
張
感
と
束
縛
感
を
強
く
感
じ
さ
せ
、
書
風
が
全
体
的
に
し
っ
か

り
と
し
た
唐
様
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
雅
の
学
ぶ
対
象
が
、
古
意
に
富
む
、

穏
や
か
な
魏
晋
時
代
の
書
か
ら
明
代
の
文
徴
明
・
董
其
昌
の
鮮
や
か
で
鋭
い
書
に
変

わ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
時
期
の
大
雅
は
、
董
其
昌

よ
り
も
文
徴
明
の
書
風
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
二
十
七
歳
の
作
品
の

『
陸
奧
奇
勝
図
巻
』（
図
14
）
お
よ
び
す
で
に
述
べ
た
『
天
産
奇
葩
図
巻
』（
図
7
）
に

顕
著
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

図11　池大雅「古今和歌二首」 図12　�池大雅『独楽園記序』、
一七三五年

図13　池大雅『渭城柳色図』、『秋汀対話図』落款
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『
陸
奧
奇
勝
図
巻
』
は
、
大
雅
が
二

十
七
歳
の
時
に
、
高
芙
蓉
と
共
に
北
陸

地
方
を
遊
歴
し
、
旅
の
風
景
を
描
い
た

作
品
で
あ
り
、
大
雅
は
、
図
巻
の
最
後

に
行
楷
書
で
、
こ
の
旅
の
行
程
と
感
想

を
記
し
て
い
る
。
全
体
を
一
瞥
す
る

と
、
こ
の
款
記
は
、
全
体
的
に
右
肩
上

が
り
の
印
象
を
強
く
与
え
、
以
前
の
書

と
違
っ
て
、
横
画
を
横
向
き
に
伸
ば
そ

う
と
す
る
意
図
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
大
雅
の
書
と
文
徴
明
の
『
落

花
詩
巻
』（
図
15
）
の
字
勢
や
筆
遣
い

を
比
較
す
る
と
、
横
画
に
お
い
て
は
、

両
方
と
も
停
頓
せ
ず
に
入
筆
し
、
そ
り

上
げ
て
収
筆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
仰
勢
と
い
う
筆
使
い
で
あ
り
、

し
か
も
入
筆
か
ら
収
筆
ま
で
の
線
の
粗
密
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

大
雅
の
方
が
右
肩
上
が
り
の
角
度
が
、
険
し
い
ほ
ど
大
き
く
、
一
文
字
の
主
な
横
画

だ
け
が
伸
ば
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
部
分
は
か
な
り
緊
迫
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
逆
に
躍
動
感
を
強
く
生
み
出
し
て
い
る
。
同
じ
特
徴
が
、『
天
産
奇
葩
図
巻
』（
図

7
）
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時
期
の
大
雅
は
、
す
で
に
自
己
の
書
に
現
れ
た
緊

張
感
と
束
縛
感
を
意
識
し
て
、
そ
れ
ら
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

　

二
十
七
歳
以
後
、
大
雅
は
書
の
表
現
に
お
い
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
書
風
を

故
意
に
変
化
さ
せ
、
唐
様
書
風
に
基
づ
い
た
書
風
か
ら
、
唐
様
を
崩
す
こ
と
へ
と
進

み
、
様
式
的
に
は
一
定
の
状
況
に
止
ま
ら
な
い
自
由
な
制
作
を
続
け
て
い
た
。

お
わ
り
に

　

大
雅
二
十
代
の
絵
画
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
風
を
混
淆
さ
せ
て
い
る
の
と
は
異
な
っ

て
、
書
風
の
方
は
、
比
較
的
純
粋
で
あ
る
た
め
、
書
の
側
面
か
ら
当
時
の
大
雅
の
書

画
制
作
に
つ
い
て
考
察
を
始
め
る
と
、
意
外
に
も
大
雅
の
真
の
姿
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
正
統
と
異
端
と
い
う
完
全
に
対
照
的
な
書
が
、
一
人
の

人
間
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
創
作
者
の
才
能
に
よ
る
と
い
う
よ
り
も
、

複
雑
な
人
間
性
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
雑
把
に
い
う
と
、
大
雅
の
青
年
時
代
の
制
作
は
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
彼
の
優
れ
た
創
作
技
巧
に
よ
っ
て
意
図
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
職
業
的
な
文
人

画
家
と
っ
て
は
、「
書
画
一
体
」
と
い
う
創
作
の
境
地
は
、
実
の
と
こ
ろ
極
め
て
理
想

的
で
あ
る
。
絵
画
の
配
置
に
あ
ま
り
苦
心
す
る
と
、
天
真
爛
漫
な
自
然
さ
を
失
う
こ

図14　�池大雅『陸奧奇勝図巻』部分、紙本墨画、一七四九、九州国立
博物館蔵

図15　�文徴明『落花詩』、明
代、蘇州博物館蔵
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と
に
な
る
が
、
そ
う
し
な
い
と
、
作
品
は
売
れ
な
い
。
大
雅
が
「
文
人
画
の
大
成
者
」

と
言
わ
れ
る
理
由
は
、
ま
さ
に
、
彼
が
意
図
的
な
跡
を
残
さ
ず
に
、
技
法
を
自
然
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
才
能
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
、
大
雅
が
即
興
的
に
制
作
し

た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
種
の
作
品
を
作
る
時
、
大
雅
は
他
人
の
受
け
を
狙
う
こ
と
な

く
、
そ
の
場
で
自
分
自
身
の
感
覚
を
純
粋
に
表
現
し
、
自
己
を
前
面
に
打
ち
出
し
て

い
る
。
二
十
代
の
大
雅
は
、
幼
い
時
に
父
を
失
い
、
ま
だ
名
の
無
い
時
期
に
一
人
で

生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
間
違
い
な
く
、
作
品
を
買
う
人
の
好
み
や

当
時
の
文
化
的
環
境
に
多
少
と
も
迎
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
作
品
は
、
気
兼
ね
も
な
く
自
由
に
制
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、

中
国
の
文
人
画
と
唐
様
書
法
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
に
自
己
の
表
現
を
加
味
し
な
が
ら
、

大
雅
ら
し
い
作
風
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

注①　

Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
に
収
録
さ
れ
た
池
大
雅
の
研
究
論
文
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で

七
〇
本
あ
る
が
、
大
雅
の
書
を
論
じ
た
も
の
は
わ
ず
か
に
三
本
だ
け
で
あ
る
。

②　

吉
澤
忠
、「
大
雅
二
十
代
の
作
品
―
年
記
の
あ
る
作
品
を
中
心
に
―
」、『
美
術
研

究
二
〇
一
号
』、
一
九
五
九
年
三
月
二
十
四
日
、
二
〇
頁
。

③　

年
紀
の
あ
る
作
品
を
中
心
に
、
書
作
品
だ
け
で
は
な
く
、
絵
画
の
落
款
や
題
詩
も
含

め
て
検
討
す
る
。

④　

松
下
英
麿
、「
池
大
雅
の
書
」、『
大
雅
の
書
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇

年
五
月
二
十
日
、
一
六
頁
。

⑤　

こ
の
作
品
は
、
中
国
・
明
代
の
書
画
家
の
董
其
昌
の
行
草
書
で
あ
る
。
内
容
は
「
懐

君
属
秋
夜
、
散
歩
詠
涼
天
、
山
空
松
子
落
、
幽
人
應
未
眠
」
で
、
唐
時
代
の
詩
人
の
韋

応
物
の
「
秋
夜
寄
丘
二
十
二
員
外
」
の
五
言
絶
句
で
あ
る
。

⑥　

大
雅
の
跋
文
に
は
「
七
僧
居
士
雅
好
書
画
、
近
購
得
董
太
史
小
幅
舊
是
南
海
祇
先
生

所
蔵
、
先
生
已
没
今
観
其
遺
物
豈
不
愷
然
哉
。
宝
暦
乙
亥
三
月
門
人
平
安
池
無
名
恭
題
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
箱
書
の
「
淇
園
主
人
柳
里
恭
鑒
賞
」
に
よ
る
と
、
南
海
・
淇
園
・

大
雅
に
鑑
賞
さ
れ
た
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑦　

題
詞
の
「
画
図
昔
日
愛
洞
庭
、
波
心
七
十
二
峯
青
」
の
意
味
は
、
昔
、
絵
を
描
く
時

に
「
洞
庭
」
の
風
景
を
描
く
の
が
好
ま
れ
、
洞
庭
湖
の
波
の
中
央
に
七
十
二
峯
を
青
く

描
い
た
。

⑧　

大
雅
の
『
柳
塘
帰
漁
図
』
や
、
重
要
文
化
財
の
『
東
山
清
音
帖
』
の
中
の
「
漁
村
夕

照
」
な
ど
、
写
生
で
あ
れ
、
写
意
で
あ
れ
、
乗
る
人
と
船
の
形
が
空
間
的
に
一
致
し
て

い
る
。

⑨　

田
能
村
竹
田
、
名
は
孝
憲
、
字
は
君
彝
、
江
戸
時
代
の
文
人
画
家
か
つ
画
論
家
で
、

著
書
『
山
中
人
饒
舌
』
に
お
い
て
、
洗
練
さ
れ
た
文
章
で
江
戸
時
代
の
文
人
画
の
全
体

像
を
書
き
記
し
て
い
る
。

⑩　

竹
谷
長
二
郎
、『
田
能
村
竹
田　

画
論
「
山
中
人
饒
舌
」
訳
解
』、
笠
間
書
院
、
二
〇

一
三
年
九
月
五
日
、
七
〇

－

七
三
頁
。

⑪　

大
雅
の
『
船
上
吹
笛
図
』
の
画
面
右
に
、「
画
図
昔
日
愛
洞
庭
、
波
心
七
十
二
峯
青
」

と
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
左
下
に
は
、
落
款
の
「
三
岳
外
史
写
意
」
が
墨
書
さ
れ
た
。

⑫　

蘇
軾
、『
東
坡
題
跋
文
』、
巻
四
「
題
魯
公
帖
」。

⑬　

田
能
村
竹
田
の
著
作
『
山
中
人
饒
舌
』
に
お
い
て
は
、
作
風
の
検
討
と
並
ん
で
、
制

作
の
理
論
や
方
法
に
力
が
入
っ
て
お
り
、
作
者
の
生
涯
や
倫
理
道
徳
に
つ
い
て
は
、
わ

ず
か
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
大
雅
と
蕪
村
を
比
較
す
る
時
に
、「
大

雅
正
而
不
譎
、
春
星
譎
而
不
正
。
然
是
一
代
作
覇
之
好
敵
手
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、

元
々
「
正
」
と
「
譎
」
は
、『
論
語
』
に
お
い
て
、
孔
子
が
、
春
秋
五
覇
の
晋
の
文
公
と



一
一
七

斉
の
桓
公
の
人
格
、
あ
る
い
は
兵
法
を
評
し
た
よ
う
に
、
竹
田
は
「
正
」
と
「
譎
」
を

用
い
て
、
大
雅
と
蕪
村
の
異
な
る
作
風
を
指
摘
し
た
。

⑭　
（
図
5
）
は
《
五
君
詠
図
》
の
阮
籍
の
部
分
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
画
面
の
右
側
に
、

中
国
三
国
時
代
の
魏
の
文
人
・
思
想
家
の
阮
籍
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
彼
は
「
竹
林
の

七
賢
」
の
中
心
的
人
物
で
あ
る
。
そ
の
隣
に
、「
阮
公
雖
淪
跡
、
識
蜜
鑒
亦
洞
、
沈
醉
似

埋
照
、
寓
辞
類
託
諷
、
長
嘯
若
懐
人
、
越
禮
自
驚
衆
、
物
故
不
可
論
、
途
窮
能
無
慟
」

と
楷
書
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

⑮　
「
西
嶽
崚
嶒
竦
處
尊
、
諸
峰
羅
立
似
兒
孫
、
安
得
仙
人
九
節
杖
、
拄
到
玉
女
洗
頭
盆
、

車
箱
入
谷
無
歸
路
、
箭
括
通
天
有
一
門
、
稍
待
秋
風
涼
冷
後
、
高
尋
白
帝
問
真
源
」

⑯　
「
伊
是
香
友
建
溪
産
、
閑
雅
馥
郁
葳
蕤
茂
碧
、
曾
為
公
侯
兆
又
為
王
孫
佩
今
、
畫
得
如

真
、
何
世
無
黃
侍
、
即
之
愛
哉
」
と
い
う
款
記
が
楷
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

⑰　

松
下
英
麿
、「
池
大
雅
の
書
」、『
大
雅
の
書
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇

年
五
月
二
十
日
、
一
四
頁
。

⑱　

大
雅
十
九
歳
の
頃
、
韓
天
寿
と
高
芙
蓉
と
の
三
人
の
交
友
が
始
ま
り
、
同
じ
文
人
趣

味
に
よ
っ
て
、
書
画
学
、
詩
学
な
ど
を
通
じ
て
交
流
し
合
っ
て
い
た
。
韓
天
寿
に
よ
っ

て
刻
さ
れ
た
『
韓
刻
墨
帖
』
は
、「
李
斯
篆
書
嶧
山
碑
」
か
ら
唐
時
代
の
石
碑
ま
で
、
歴

代
約
二
十
七
部
の
碑
帖
を
含
め
、
当
時
、
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
一
般
な
法
帖
よ
り
も

精
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑲　

幼
い
大
雅
が
大
字
を
書
く
様
子
を
、
身
体
の
割
に
筆
が
長
く
見
え
る
と
表
現
し
、
九

歳
に
し
て
文
章
に
長
じ
た
と
云
う
中
国
北
宋
時
代
の
詩
人
・
王
禹
偁
に
比
較
し
得
る
と

賞
賛
す
る
。


